
製造

 りに」裂性・試:職
 実地_年月8昭狗2多事7目23目…8月/28

蝿所夏芹

 葱・科むらき…1…うlz

 案詳探頭数量333ク90紋

 摘出雫繋赦量9.7ク0界

 歩笛。o29

 .製面菱文量32夕奈(中毒乙40叡八リ)

 .黎=浅(潔うに)

 永別しピ欄を鯛に入札犯雛なす.(馳籍跳便肌た洲Iよい):碓髪は.
 i割の鱈一位が'随者で・ある.細騒は名一は/劉..嚢は/割5カ〃2割倣ζI長いて思わ札る.

 一髪鯛物香喋を実りず一・生う1二に吐い啄・に首純岬紋を帆で一きる範囲'=殖萱庄
 枷浅すべ.きで・ある.駐漬し仁bの1ニア1レコール乞注如する.ア1レコ1レの置は秤察ノ賛

 圓仁河UZ一合～/、5'含ζ・あ;る.(71レコ'1レは98o以∠のものが一よし1),ア1レコ

 'Iレを2＼iLz賛J=〈指4半し荊モ語をなす.

 商.授昌の琶衷によリ暮色の腕霧あるものは琶奈を加えて蛭色を蝕し、充分撹砕する・

 邑秦はア1レコールを産加する繭'1二入れる.ヌ覇啄憂ヒして味の茅を條用する二とむある

 アルコ'ル屋びI色系は曼洲多し・と菖昧乞生赤るから侠崎蟹を誤ら証しよう崖愚、すべきで・

 走る、

           採故茅1の歩菌を示すと下書己の冠リ.

           月8宴整敦量摘忠雫棄教量歩艶李致月
           723・4'8多叡5〃〃車5ノ∠3
           22〃〃θ320〃μ//
           必2どぶ30930403233

           24442〃/5〃〃。32f/

           2?〃48o/∠4oψ32よ5

           2}2aタ〃//m〃。3837

           2g壕宥鵜肋み)'

           30舛ホm/42o加2647

           詩標Z42.7nタヌ42oグ03鮒訂坂9μ〃2.3佃叡〃d  π■
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 .1二三∵㌧_1土・皇.皇・宣三L
 中;1王・ニエに㌔㍗輔参蒙ひこれが梨蛙.花璽さf一川.、碕奈良背ζ・あ」)たたあ。拝'ヰは:札

 ㍉二剤卦さ札1鰯もヒ過リ・者江.志布志に一括乙之州鈍を行1パ・.

 勲睦耳弓目路莉28算ノピ月ノ5目__!ノ日29目

 敏粁生甲41■}5琢.艦肝z,/5c啄

 製罰放置'22,5♂c塚.

歩笛5到弦

 ①製法

 イ.拝繁摘出

 先づ腰部の側線よリ1レし下方勿鱗を除き一胸鰭の下歩よリ頭郡に向っτ刀雇入札・こ

 の湖口より指先を押入札隼ら刀屋浅'4昨繁を微損しなし・よう1二法葱しつ、駆円に向っ

 て切り.阯円1=峻すハは排秤口を牢～1こ5分詞程顔の肉を耐けだまヨ啄瑛を摘出育る.
 口.宮城I

 頭リ出し芦呼集は成るべ4早引二宮敢Iきをし、先う血披たらい1二清水を八札.乾板

 一散を演し木綿封1脊ヒ釦噛を華僑し.雫案を水に入れ.一節づ・取出し乾板1こ栗せ
 イ寸一4艮(雄肝口1二度tい方)脈打丘の大きし、亟工曽参木綿至十ζ・極く浅■く石皮リ参珂イ黄で・立権…の蒜囮い

 玄よリ軽く圧し乍ら穴を肉り'た参向に」書き血液を.圧し出します・二の橡作を根気よく

目

 、緯リ!瓦し一応・血彼を終了し仁ものは水1二入れ.以上の第一喝の血痕探作がI終^ぱ'翼。1:

 刻そ寡作を轟リj豆し喜すカ†亟妓きバ充分で・なし・ものは三四緯唾し孝慈コしき苔.

 ハ.渥頓

 ・漸{しこいる秤華美を範.し・た厨の上■二乾一が'して一i薗平生白1:一晩す・蓄てrる禾呈塵として慮ラ婁二踊に

 商止む.

 =、嵐一撮I

 箇漬啄を済水中に投入し一、2贈榊軽く毛みモら.握餉の状態れもと・す。
 糧敏一きの艇ったものは乾摂1二亜べ一少しく斜面1二して水切リをする,

 ホ.加圧一

 乾馴・乾燥した綿布をしき水切リした拝察を冒一穴ささのもρを嵯別しながら列ぺ

 {受穴型のもの芝1=I二して小さし、ものを」二1こし.穴俸∫≦受位に積。み望ねる、最初は■急勇改

 1二圧力を枷えると表皮がI碩朴る虞がI一あるので、茅'夜は3他塁案せ一店缶1=榛昆を糧

 し浸後には6値とし自。

 へ.整形反乾原

 加圧1によリ肝案内の施貝芳分.水分バ漢出して荒いる佳め。壷重く水責兜いし亭色板1二亜ぺ一.

 整形.後昌範す,範燥.中表面を院逝て'拭き。」ヨニっ湿蔑を与え妻睦して表面.乾擦を防ぐ
 パ乾燥中・気泡が'発生マるため針(穴をあけ・指先で'押し出す・ヌ乾榛中塚菱州.
 舳が一綱口純の皮賎筋榊丁豪に鉄て・切リ以後臓は主1二葺し・て行う、
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 ≠し・雑了後.排呼Iコ尚且州て乞の也子綱分を除き、ア化コ…し・(・元か博す,
 遊:「ゲらづみ」製畦工履至随

○

          亭一目(荘志布恋)

          高コ…亙至亙[五二二三二"1糸一着2θ1
          ■一一■

          目目天僚厳燥簡考

          o5碩摺骨1ク5塚伍依猛演
          遂中220。・り

          !3φ/'6o。・与

          μ〃580・ウ。ユ'{」江ク
          /5ψ/ラ〃…以4÷仁完了製曼"岬。
          /bヰ糧廠.初圧23''1仕ヒ冒妓

          十

          η両室内整形.取入後犯征・I!

          第:囚(荏志布志)

          目目天候!乾煽備考1石山河一山…}山山.
          lo2θ靖摘吊/μ岬宜按頗〃12∠踊
          z'ク・59m…          22一ψ粗彼.加圧・、宇血で、.ホ範}          25〃整形販人後月脈

          2ψ,目乾〃"㌃{
          苅"4ψク,引^完コ製品2gラ5男f仕上色毅
          `弟三国(后古江)

          一日一〃iI■一一■一一'一...'.帥I          日天乾燥痛序iづ吾乾嬢備考          2左腐啄3ρm0啄血城一底湊室内

          29嫡糧次.加庫正4
          3θ"目乾整形.故人後加圧・卓目乾・一
          31ククψψi∠14〃

          ll'両室内I'寸1}妃了製面〃.0mn
          2ウ48r位ヒ、渥装.

          ●茅四回(拒志布志)

          局日天候範榛僑考百日利乾燥I備考一          “23噴糧啄z帥侭塩扱.加圧/'27肩日乾
          24''目鋭室形故人後加圧乃44完碗、州「

          公丑〃''〃zgψ㍑1          z4リク''
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所感

 1.舜一一!司・〃壬碩域畠乞ムし・デ三のは平一う小コ.(2'事一一3o乃)二、・タケつ岸ため,も

 どしバー弦よく'(小梅状フL舳二り・1善。1・㍑つU…めピ思シー争後1捕罰ピ万るには生

 凧粁を5o奴以上ウゴ壇当し恩・井)札る。

 2.;紙が多ヵ'っ仁ため妾色をさ丘し仁(オ引二者江の賜合)ため1二項尺の際1控肉乾燥

 よりやム州L刀さ、駈螺一した■而・を巧一々ヌ換し.た別へ蛭省と思われる。

 3、愈側坤ピ手よりか非馴二孝(て一きた.

 ③「びらすみ。赦免1二つし・て
■

 「oらづみ・!ユ奈竺・贋1二拒zは一側二手項で・欠殿方禽に紀州ものが一少々づつ八街、策

 系は卒年一到も八跨江(.昨耳.1)百蕩増できが耳っ乙いるか.閑惚拘としては欠限との

 駁引洲εさ小こいる境萩ζタフ岸。

 魎椙1(ついては・勇筒は初一輪穴蔓に粗.捕したのと.昨年の旨湾物の在庫損とに.圧・古され

 仁せし・1が.値・きおとさ;lU三角で一あつた。

 山尺阪.東京列窯茗に占る弁回の製易に対する碑一並び1二合塙史的な.慧晃は次の風りで一

ある,

 イ.嗜頃についz

 帝漿の巖一残処理は鮮1麦の艮卓jな七八。鮭,量筒一色択.形藍毛よくなるの己・.湊.蟹

 い三.鰯合は直15に処理するよラ.

 宍回っ製馴二一)い一己。卿者宍1二婦の鮮墳(彩釧二懐顧さ水たセめ.盈叛季完全基も

 のが一あフf三ため)の喫ξについこ穏当な桃坪が.あり.結局主が一ため傾鯵に堀考の影

 …聖を項ほ''しブ….

 [].包状に一ついz

 巧者共1二筋色小暑も呼三水…■べ、天殴i二τ顔色そ棒び一た襲昌で・邑が悪1、・との理由

 を以っ(1・川内の樋で'あったも州・率烹に担いて一鮪魎稽z㍗州ζ一家引
 、川三.こにょフこ穴殴1二てば、持、俸調色。累系の場合は.老褐色。鋳褐色が1好まれる

 ヒ望芽牛ち,

 八..^.illつし・z

 を.石1司;=二のち;のザ姦もよい箏は句1節て・あるが',琶択はよくとも盈扱'の不完全狂も

 の項が一知一思による縦・力到昌ウ)あったものぱ三級品(∫・24o円)とし乙.ヌ庁肝て・

 毛色沢ウr一よけ机ば一組圖(zoco円)としz寂掘わ札岸。大まさば4o矧～7一

 身v叡雇濠が層もよく。余国の陽含は弱々加圧・がI蝿き'.たのさ、丙老ρ.意向とレz郡
 辱く棚圧・ずるよクとの事で・あつた・

 排珊〕苅=づけろ因の宰にっし・zは何の此評もなかったバ'.或程寅きて,は歩酋リを

 よくすゐたの1二事家し■きが'よ(は1尊し、カ、・

 二、斬,購、ネ呈段

 ～ヨ.つ裂男は電曉程湊がI補々寸き一たよ引=恩は才∪納I.尺阪にzば衝の評もなか



 .フた.素知二zは莞壕、かlI衛.zいるがら少。々柔3'(z七よいこの事て一あったがら.

 7分・穫貞の窺簾机'よいと思テつ九る。

 木冒装反ガ梱包にっし・τ

 包装津嬉例による(・七口ヘン紙に乙色む)

 摺冒する際赤のセ川レ綿を侠岡し彫め・鮎i=帥一種匿し昌賓1二彫雛辰はI一し
 だから.色もののセロ〈ソ綿は絶体さげるよう(二の箏にっし・z水産課田中葱帰の

 看仁て釧rlのリr乾燥したもの』を傑困ずる事が賓全て・ある一)

 後記の適リ緬括にっし・z昌負1二星外あるので・副々1二梱宮さオ1るよ→.丙壱め屋筒て
 老フた、●

必生産数量

 志弗志6.女。o啄

 吉江!4、θoo“

 計22・ぶaaψ

 働籔宛先屈び一致婁個楮

 イ.穴暇吊地区天浮薦筋瑚一8多.罫つ也木口葛筒荏・

 数量極循/5貫8θ〃啄平均個椙。・。5〃ク円

 ,・2、θo〃円4-5θo。(9ρ一〇〃β円)

 /.8-0θ・5aク,(9,00a・)

 /6oo・3540,(,タ∠、aθ∂、)

 一./20a。/〃ao,(/2,a〃。。、)

 9〃",28a6、(一22,5♂0、)

 400120δ。.(/、2∂o、)

 300{/oo,(300・。)

 口.索宗語中夫区小田須町g刀!2高伸高着
 教琶硬・緒・タ婁平均禰眉/5〃。円

 2.〃ρo円3、す'ρ㌢(7a,oρ〃円)

 /5〃。・・2、〃〃a一一C30,a6o。,)

 /一2ao・/、6oo〃(/9ooθ・)

 身00・,/、9〃0・・(/512aa・。)

感想
 ・斧回の製品は邑沢.形建が'萌芽iこ肱し季澗て一秀っ仁。宇積は前記の虐、を歯愚ジ)上一、'製

 昌の規椿杢純一く検査考を行ク)し榎戻製西を笠産出葡育る枕婆が'ある・

 ヌ鮒に対U子は綱・鍋脳り穴竃i二蝸一撮と離馳れる事はまぬ州な!l・
 よつz出床上一っ后郡馳)曇(2,3駕)ゴつ批脅ずるが'物累的て・あると思う・

 啄家硝の希望として一

 合預芙垣享∫皇貝禰司頃は曽淳瑳・刎一秒塁に出廻るヒ里われるからノ、一目宋ま乙は炊か
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 鵬航・もよいガら、出好一するよう循に栄刺到の非望て・あっ/と・

 ・増殖

 ワ万メ移殖武'硬

結着

 ワカメは瞳くヒ代よリ上下・一般の脅帽瀬第、の薩一一ヒし乙椅1二親しき利てし・る海.壕て・移る

 が㌧本県はワカ〆分布の菊限をなし,しかむ出水郡濫岸及び揖宿郡椙{百山川酒岸にのみ

 生育し.その生産商はいたって僅ψなものである。

 ,琵児.亀穴尊の岡田殿頓は“昭苅・23季4月ノ6a一、/9日.肝付郡佐多町伊座以

 濫扁一山二桂し・z移殖試験を行い翌盲・劉二は長さ、約3尺のワかメを!θ敬抹探寂する二

 とをイ暑'…,fと・牙多殖書式瑛に威二功した幸貢者をし1だ＼'いたカ、I.その子安の生育封だリ己は子8月ヒ・・

 ある、ス`ヰ高須沖合1二も自生しzし1る"ヒの事を灰岡するが'確証をf薯ていな〕.
 」二段・ハ艦リ。本県はワカメの生産高洲一1μu=とは勿誘.者所菖内大曙牢畠渇岸■は

 蝸か1・星らハ引.、苧柞鰍し,昭利29亨・月23白その殖生蛸を試紳べく毛布
 志湾枇捌島にす…いて采、地し仁らの、ある。

 奉試験に方ξける所要舵衝i二神志町彼喝ワカメ移邸蒙割・依ったちので一印・
 均一詞辰み、・彦二当

 4目27雷同ヌ網ポ三津く・採集した成実壌を翌2ぎ目的ノ寓同日経の怜削・飢・乙.

 薩『=したむ1:jを.劫環ヒしz1穴の4方法乞七って実施し佳.

 り湯本三一滴たした木桶(伝葛確を條帽した)1・用〃。～μδ塚の石ヨ6拘

 反び'」L壱.1-0C凧ド庄、24C吐.戸菱ノ0C川L力コングり一トスロ・ソク9個と牛乾燥紋1

 重ζ'二おLlた成'実察をく机て岳ラ。2街向30分身叉{霞し彦.商:の浅I実簑が彦瀬∫美香・が一放
 出されるカ・・如η玉昆るため舟ノ邑1二=故ネ文のスヲイドー硝子を置き.20〃30分置き

 に一軒産よりスライドー硝吾を奴仁げ横窺した結果、三机らのスライド萄手一ヒ.1二は潜瀦
 に曜董動一オー。る三済走二手ゆ覇一一寿ミさ水だ。㌔禾萄内フj〈、温2/'oc)」乏の1多オ脅噂よリ萬実上二け・'三

 石は潭至3、タ`川し高さ25c〃し目申3c〃1しの糺竹…邑4個にぞ^ぞ才し6-8犯す・・フ

 人オし乙フ」く策3.春1二け口.s一∠奪!二2値、!一5一層1二'仰況下し・コン7リ'トスロ

 '・ソク1ま4一イロを水;梁3j署三、8個を5一'!尋1二,瓦1=した=.

 4)2`口勿ヌL午f室二;こj敏・珠の或'実=髪…と小!ヨ('Xラス)を壬窄分て立入封し.:'しをアニKj梁ムミ手1二

 1i口./5一筆芋1二'rロツ巳1=した.

 C)ワラ縄のよリグ)向1=成実察を敏楳換・み、4・一5髪の右4佃1=それ看れく〉リつけ

 て水蝦3勇一1=1権.ゴ'∠露`二2個.r=….審に〔'O墳看し岸占

 〆〕長さ1〃4。川.ψg一/8`〃厚さ2,5-4～1肌の私.乃背.赦/2蚊を侠弔し.4

 枚→つ乙・代2組を1千リ、二の2組の耗をすCど・1^向踊をもってと下二ξ馴=作成レ・
3刀



 1、著一jし卵;き、ノーニパニ〃数～畑定家をワ㍗一1「・{二二「1rけ二、、牢茎水没6暑"竃
 横3o舳

 削こ遊底よソ約.㌧・ω所にちかξ1二j・・二!・うへ・』5c札く壱さM'1川

 めコ)ニプリー一ト'て〕ック41口室債j・日し,二つ窮仁ち;ノラ比(一2づ珠〃)咳実葉を詫

 び一つけた.

 上二記.左.4C.`比、芝タ{そ点の抱浅に1リ投一ろ棚所乃目標麦ぴ'その筏つ調査=を宕

 馴ニオる乞め2番線茸室に乙湊さ2一一4尺⑦孟涼竹の浮標を胞した。(移殖陽所表

 面水痘/9,0C)

鰭一系

 汽郁綱は批郷勇にお1・ては辻較的凡預の報呂も浸リー鮭し・場所こ,ヌ挺潰後は大〕三時

 北も連ゲっ,三9)て一Iあるが'、27笥一'月'3日の調・督=～ぱ蕩榛、1専全鈍ゴ苑末し.抱表の才琴立

 州国難く・あっ岸。しう㌔しやう芦4`)1一よる氏の一郡(他、脅謝奇耳その附山二呼見受け

 られ江がつ仁)と李くの多自としたコンプリートスロップ1把を発塁。したので・1.二一しを孝1一周

 げ鶴.豪したが'一ウξウチワ.イソ£ク等の幼陣1乗びフジ'リ方;I,焦節朽天蔑ゼの他か生
 物州鰭維しているの河、フカ用幼芽は金く紬らハなかっ仁.蝋はμ穴.口
 1二項敏していに・〈水温!ク、'クC)
 肩察、

び

 !目18帥璃萱は元分σる調畳とは云えなし・が』一28耳箪ソ万メ移殖斌験は手広.購二

 維った..止記調査続果より
 1)胞三州不眠朝岡中砂泥1二石・ぱ札.或は波浪により旭幻/.顧倒、鯉没しそのため
 昭看してい佳胞引き死滅した.

 2)妻誉水温のL副こよリ発茸前後1二税引離んと箱孔し仁,

 省・I=虐;因盲るものと一庇考察主男しる。

 ∠ハ=よる茂跨図/〆…一一・・,.、、雷鯛金
//

 1一一軒コ
 ー■ワ蕩標1孟宗勺・フ

⊂

芦一
 口†サー・
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 マクリ(落人牽)増殖箱I尊
絹乞

 一マクリ(海人軍)は駆虫剤とし乙箭婁か一一ク4本繰下1こお1フIる重壌塩壕で・あ1るが'一.蛾脅の

 乱獲1・よリ域産の一馳迦三ζ帥。ヌ金く荒廃しZ11る頓駒ある現状で'ある・
 者所て・は本、桑の繕塵を図るため池元の整劉二庇え、27算廣に引航き.2茅葺8局到

 目、23臼引付郡室永町.全郡内主浦町1・桓乙二九が'.増殖槍尊を行っ岸、

 李指.曝1二者リて毘児島大曽困甲博一士の仰贋助を賜はった。塩に弟し乙睦謝の恵を表し
きす,

 材宰ト及が一方言表

 省日採取し約1-2暗岡桧干したマ7リを海水を潤したノ・一2斗人リの・編1二(ア1レフア

 、づ一フクリン鰭酸を10万単{立1こ言薄台=毘へ)浸し直中教:回撹伴し、約2'3崎同政量し

 仁。その葭桶内のマクリを豚1ゴビ1亦・2c0-304界す・つを1いそ教イロし穴1(鯛裳1二〉、ゴし

 瞳地の.教ヶ所1二沈下固定一し.乞の後桶内の海水をショ0iこく札,奉簡しある岩石1二5一

 村鮎1二鯛蒔甘け・=の胞粥/ゴげの碓完に沈下鞍した鮒岬禺約2内4き

緒栗

 本増事直の、請塚は実功吃iケ茸僕匡Pち29年雪月1=調歪=クる:ととし.未厚ギ」明してL、ζし1

 の乙・,:.、1=2ク今度の罎腔緒累旦記崖苔る・
 星本町琵崎の増殖腸所は砂橡底乙'しかも最下溜時1二は水深a5-1.尋内外となり、二

 の』め波浪1ごぶリ石の厘浅著盟念さ一角し.又膚随時期く27年10月2日)もかなり星机

 た感がIあった州.「石の曜渓し佳もの'0個Z他のろ1二は反主3～8伽しのマクリの

 老生がI見ら水約'年黄の収獲ある見営で一ある,Jとの聖水町漢案協同紙合がらの頚害を

 雛.内之浦剛・ム1・て雌粥し沈丁しヒ帥全画フジツボ.・黒鯛確鮒その他
 の生榊'附者し、マブリは宇く観察き九なかっ㌧
考察

 と訳.27年湊の結果よリ,覆鰭法に↓リ増強一冬行う二どによリ豊水珂のマクリ唐福者な

 噂1いI期符て・二ると思う.内之港町1二子亡いzは子浅助i二紅っ仁が'〃芽湊は切珂て・ある

.3.切



 ・其ニパニー月一、頴霞1二ふIl.・て=一1jζ・。  ・・へこ・÷一ノ∠'〔1核

 マノり(岳人.箪)増殖効果刊定調査
竜生一首

 ;『ノン(黒人軍)は駆忠看い二Uて利一喜ヒられ・る重癖じる有霜暑残で・李祁1二記い乙は.

 叔母堵に李豪下1二種めて多量i二生笥し、恒子葛、琴晦.根凸遣洋j.は.房.地とし乙.触ら八

 I{るか∴虹工宥i・.戦後滋ちな高独奏として襯吾〆乃4その仁め波穣さ→しス贈整事象

 琶実施していなむ{一らさ一して馴又は認のられすI・.弐へ向、憂亥は齢帷掩の択懇てある,

 享ヨこ2身耳一残…二方…こ苧卜=重歯弔発・事象1ニダまし国賓瑚享芝え'、証さ汎たので一当手蔓轟芦斤は。摂、5風ミ讐

 孝9マクリ乞租一者しiむ、一増.殖事藻と効果判定親査包集.施しだ,

 本車葉.堕誠二征て剃二緊切なる梛塙.薄を賜った幌児島欠尊酬:暗±1・一漱良力謙亀を

 肌身オ・筒穿蒙・犯行!二者リ頼頼ヨな御協力生璃い自碓西靭筒耳水産振央会乗撮占111

 摂曙水蓮保.原ヨ張}漠泰協同鯉台長房伽こ,打し・寡く駈遡、り葱を衣一多る、

亙一夕編詞萱

小壕麓高調査

 原も珂i=柱1-1るマソリ生産藍は年岡3-4.バ・^謁受注Lζ'フτいろウ・.マラリ
 及びI老の弛め魚イトニ霧頚についてI・調査した坦百妄.f一'r茸1き]の・全度差吐次,矢の二唖ジで一ある・

    種i宮浅壕萩[.お    ・マ7リア1・外サ

    麗和以・享生/45aθ2C    2ゴ。卓δハ〕30象生狗玉製込ニニナ、L・⊥_コブ÷、、上寸笥篶1+㌃113/olリ・2・土2〃55・「・・刈5〃'    26。35oδ20

    ・2ア150〃lo

    '2ぎ中4〃。30

   
 
1

]

 、、上き㌣」箒
斗土圭
 1三工三ヨ._エ■

 〔力繁嚢i弱翔調査=

 摂明海岸の77〃帽子形浅は田分.舵手は六俸暑一は句水温約2れ1輔候1こ多

 〈故地を.札.票砲手の板域は乞れよリ'芹又ば=潮お_八こ3月下旬水温約2ヂ。c

 繭銅・ある李が認めら札β.マクり1打潮繰下1～3尋の制・生飢群佑し乙いる
 が.,二の串に生母才る海、票穎とし乙は肩部ろ次壕ヒ.x£サッIIヤ篶、師看双募、(一種一)ア

 三デIスサ.イ〉毛二7.一、'ソ“等ウ、一生母して.し・る刎I.媒師色頑、、寒はZ9等ク月ノ76の調

 翌で・は溝実が一毫られ帥'つ仁.

皿類寵傭1崎調査

小地先漢陽図

 椚占町比完1二才一1I去マクり久二.トー乞の・吃実妻零.鰯;八分亭久児」は割図の壇リてあ。ニバ.



影

皿

 '川乍緑はj・る一一ξか室垂講た櫓茗(尺小刀老心)に↓り〃〃(.」グ肌州れ・艦傷

 書;哩・芝炉蓼し金1こ貌きて二7リは干満線一トノニー三…尋の人心ハ疋筒芝⊥」二生篭してい

 る・,叉4少洪此ヒ2硅宗1(全、湯岸の二男千一朝章菜同には手賞者ゆフノリ・イワノリがI着生して二いる・

 凶洋・策医・試款区晒国別“紙図面の〔百一,ハ

 6)作挙区.頂鮒丘の氷温(Cj(作家笑抱前後)・鼻

 摂・ろ作系調査

 山作家詞の生物謁一成I調査

 昭和23マ7月/プ目網査・

 葛邑蜜ろ法乙し'こは・・ソ・・キ及び一;親。蓉老・凸の募くユニけ1・によフ乙ネ士蒙5搦義一の壁一.株ミ政及びI固守老

 ・繭穫を調査した。
 水θ

 マ7リ1さ干潮繰下i-3尋の峯倒ヌ1;よ石一ヒに生育し。花、師名上二の坪潤な平面及び一30

 前後の傾斜一一左に菊に多く.墨、約5o・」・タクμれの、絃群篇を形成し、てし・るものがI多・

 し、,マクリの`李は平均40"し乙・穴部分の;桑イ李は有師石灰謡のヒメモ」サ・ゾキが■殖j賞し.乙
いる.

 マクリの刈蹴をし燃鮒煉展、少嫁榊・箏で■舳。属馴二
 は屈、飾ろ次壕φ一種.の生育が葛るし一!一榊二石止殉塙の百I色占め乙い4ち洲、.見られ

 との諦分には酒・壌讃の生1育は・全=恋見られ㌫L、・托ヒの諦一分の石ニヒ部1二はアミデ片サ、』

 〆毛げ又・キ.イソ£ク.ソゾ・.ヂ・ノ・・1モトキ等カ1一'生一首し・l1馴・・、これらの律教弓
 びそ滅.迫はマブリかチにも泣していない一

 般剛1茱司の対象泡暑(マクリ)以外の生物鯉成とし乙同馴二なるの津騎馬娯飾石灰

 蔑('箱…)痛飾る杁貞桑ヒメ毛サツー'キイソモクー著.が多くの影響を与λ乙し・る∠見らオし

る.

 12)摂石年簾の実.施秋児
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   、■/z2ヲ

2go

z8.0

285一
 〃・1

 ※種与・衝一及び摂白書汝

 獅1つ乃岩・水/コ(8月24目映績月分はアルファ'ナフタリン酷薮を/o万単位'乙し
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 て謁含児＼)にきヨ'一2-1一しこマ7リと浸項レ.、盆中致回撹津し約三ρ今～'

 筒測放置し佳.芝の積禰晦/)マ7リを販上げ・。、嗣」寂に小る多宝伯と共に圭老幼z之を娼づく

 1二よリ馳に/・砕彦鮒2艘1左に沈下雛した後一榊の鰍を1」.コロにこ有
 F嚢星回覧蕃臼けギ免の寛季老1=う兆1=国夫己した裂目参≡三の'o只平方一内及ぴ岡國に籍…方■二段ノ、し

仁.

丁劾累判産一調査
 山積ろ炊'窪、

 慶一漫遊湛て・勉残唇肩幼
 調査享胴投石の.焦叡一り状態覆の肩照損ろ敏

 。夕・・。1婁激1蜘しいしい1ろ教
 12え採石武殿結果

 誠験区輝底老ろヒには木ンタ・ワラ著の欠塑姦が繁茂しい稲とからは石面は殖んビ罷

 め舳評、榊個所の探査も国籔て・ヌ氷温も/尿祖。～/〆・cを示し低駅・もあっ
 たので・.28算8目26昌家胞した披石て舳1(らを石3f眺取1化け.マクリの株敬
 亜守番喬損署を謂蛮しヒ・その話者果は次表の⊥盈リて一あるがI,マクリ以外の生'均一として黒

 節肩双藻.フジツオこが'ろい口,総衝績の6o～ク0形も占めZいた.

 汁等禁茗g墨毛筆蓄率14等1
230208'

33〃/52

4

2

/3

2

/55

 ノ…二L三コ
 w考察

 擢占珂1二杉ける壇薙工.施設7ケ月後の劾累判定調査1=狂ては前表の棚く一まだIマクリの

 幼俗もわつと因熊で秦』められる程渥の欠きさにて単血面頑の目父曇調査も出家打がった。
 従って剃こ・削ヶ算後の紋底酌調査をもってネ刀めぴ惟;と蒐われるものと恩わ柚る・

 充分なろ謂萱ヒは去れいが'.ク今月細嗣童話果よリ考察しz次の側き軸瞳バーられ
 ると思う..

 (わ薦…爵ミ主によリ身受石した岩石には竿均/00本のマクリiカ{李が'看{』してし・るものと判

 断さ札る・

 ②.マクリ幼俸雛を醸している生物として・フジツボ・鮒石嫡がI多く㈱雛
 与えてしぺるものと悪才)札る・
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凡例

 一一一一一'…マク1」

 凹'一…'テーンノ・サ
 "."用7ノリ.イワノリ
 ー・一二一・バカガイ
 州ツキヒカ'一イ
 “^“`アワビI一
 、1-1、一イセエーヒ'一

 ㍉壌区

 x/」十一一一一一

立神滞作素区武塾.星略図
、〆

5

斗

 七爵、
 ゼ/圏

 ÷畔㌣
 、箒ナ上二1
 二∵■㌻‡

 をの他 5

回

＼

ポ

山一投叩

 トユフ'シ移殖ピ結j書
縮著

 トコフ・シは県下引離剃二産し者所管内穴隅矛罵渇淳i二一狂て仙と卵用伽き1ガ・一〔約

 、言地



 人voo筒の男ミ4蓑を】二作・県1;で・も主…象し彦≡地で・あるカや・f芭の…聾学に祐一乙は失した5棄巧賓は

 見られない.

 廃屋弗に垢ては茂海岡琵事剃・トコスシの慮殖を計画したの乙当所ζ・は種子島産トコ

 村を輸置レZぎ耳9月ノ2目彪歴雨浜田遁岸1二放流二洲が移倒鱒乞行フた.

 揮苗及ぴ一期艮宕法
 熊毛駆主表町浦嚇券1二荏て採壕し、約一醐軸した般振付・m(1858)μ
 95c肌(/2θ身)率均65C・此の1一コス・シ35一黄を遭径'尺∫'…r.言聚さ、天σ)礼型沼

 笥竃7{oに老机それ4～8貧才・っ賜(茗し・者向†4首〕專猫しらさぎ'の活漢摘を利用し.}魯
 」二戴ばを行い(9目11目18友。b〃{浦田山潟.浦田活岸水温27`oc)9引2

 目9黄00〃L浜岡じ至}著し仁が'到着後のトコスシは活力呉王替で'1他の竜墜死何1本も昆bれ

なかった.

移殖産法

 活着'葛に肢宅し信トコ7一シぽよく吸老してし・るので・.こ机を薫理1=剥離盲札は咽質1二

 損{易を考える二とb勿諒簡車1に孕蝿菱出禾たとしてもイロ々1二淑デ花すかは貝殻を下1二して落

 下マるのがI多(・海底に沈署後凝転して正彰位1二復するま乙・1二は増畜賭同がガ〉リ;二

 の同1・署敵の政靴受け易いこと着が勅州た舳、放流1二者つ乙は竃1こ略した身
 、藷二を外し一水探12勇一四タドの箇胞個所に況下放流レ仁,氷温1よ殖子島漕円滑舜と同温濠

 の2〆・(の示した季臓棘しし
 放流後あ移動釈沢を知る后め30種のトコスシの最苅助の好フ」く孔に東頚標識電のセールロ
 イトーオ麦を全局ξ象ζ・結者し着支流してみた.

 二の移殖事剃摺値を図る杉め2ヶ茸同席壌を禁止切ニヒにレ尾,

結果

 未ぢ低水温住め調畳出家す・明ら州=也末帥が一.ラk渇上房し潜水し易く好リ次第穎
 査寸る二と1二している.

着豪

 載』至に杉し・て、了日の箆冗員も見一られなかったこと1よ第肺茎声可の落後がIタ己全にぞ予はオし;雷カ

 既勢な.もののμこ・あつた事'ま句諭、輸唾距衝も短1が乙.なお滝魚総を寄り用し輔」至したこ
 とカ丁婚成頴を期あ得た一因をし君ものと岩豪き淋る。

 移廼後め状況は不明て・あるが.約5〃〃〃Lの滋群練1二種ガ38賛a)トコ7・・シを赦沈レ戸

 ものであ{)・ヌ移殖地に着ける斑蒙の程窺・繁茂秋況考崖礎角謂登も.出糸てし・江い"乙
 切阿σる諸采が一言ら机るか。/ヶ耳又は2ケ写機の調査に杉い乙判然とレた結啄が得ら

 枇ると思う.
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 」べカゲイ移復指導
縞菖

 彪囎郎!二阯字とみ1二八材イカぐ雛し・桃の鮒び鱗寸るよ引二谷リ酬
 畠謁は琉亭べIカカ“イの産j迫と化した.黒レ.彗所菖内大岡孝島活序1こ拒Zは須≧兜葛湾内

 倒i=のみ屋する二どは27耳浸の報老にも逮べ'た1星リて・ある。

 当所1二拒乙は志布走町の塵劉二応え3ケ軍刀至5今牙の移殖計画をだ一己志布細J欠茨

 地先1二2∠輔よリ3釧二重リベ村イを放流、:れカ1一指導併せて生育試験を継統実施
 しているがI-29牙〃伺/6日前隼慶1二列き銃き二八が1版2職旨壌を行っ圧。

種苗辰輸直方法

 皇水町浜平地先1二た乙探簾したバカカ“イ約5oo賛をかσリー圃凡よ妻オランダ・カマス

 20枚i二絢!0賛→っ入札.=朴をトラックの荷物臼の岡馴二歪べ1乞の内勤に残量の

 バーカガイをベラ項とレ.損1気の出系るよク1こレて止がらシートこお〉いをし翰星した.

 輔}呈貝孝商は重オく珂湊平田薦力、、/4貝守20分.毛布寿町二葛/6時4c含で・21増≡庫120分を

 璽した・

 志布志到着後のバーカォIイ1づ衰弱及びI貝殻の棚員した他律も少く整死率偉力'∫弟であった

 鞠壷に垢いて観測し浮気象舳締1表蝸リである。
第1表

  一一一…血一..`I糧測婚刻天1…■・'■一一'/4K3〆』cl/川h
  /5-3"bc

  /4、ρ0危

  /∠.5〃危

移殖一方法

 放流に当つτ1ま動か稲1二碩笛え、航走しつ、尺沃地先の水深5尋府外の場所(図参照)

 1=術上よリ撒布枚流し仁.

 檀西採暖地及び.移殖地観測一一,

 浜牢屋び穴沃地先における気温。海・象の観望1」緒累は第2表の圃一リで.ある.
 夢z夷

唆鴫菌

良

稿17良一

 ヒ秋決の繍は図1よリ禰々涯胃リの地魚て・打つだ劇だ値であ巧が一,則二引7豊

 図1二示可工・正・皿・の蜘二払乙騨jした比重は弟5表㈹〈榊渓干に1五一'値
 を示し尼.



 第こ5歳

 大浜移殖地跨図〃一縦舳
劇巫山観糺点

鏑幣!? ポ

、

緒案

 虹く調査す多=ととしてい・るので・、ニニ1=判然とした1結果は二圭べられなし・が一.少量ζ・

 はあるがI稚貝須び成貢が探暮さ八ていることは飯年慶の鍬省1=む記康した〕亜リで'ある。

為察

 檀菌の繭匡1二荏し、では気温が稿々高オった一1二もが)わらサ。琵死葺1%の文吾浅頚を鋼
 舳二とは勅匡距離、勲邸綱一が短かカ'った朝第一の愛系で・はな舳うか.
 z7写賛の載、害姦にも記度しておし・たが'一重萌な蕃殖状況は不明(・あゐとしてむ移殖

 前印おZ6享以両大契姓先に准ては見ら机柾ガったべカガ.イが琉狂採駁きオしる二と一は.

 移植に占る威票処ある=ヒは明らかで・あリ、ヌ移殖し仁貝バ大渓地元1=祐乙受掲、諸生

 している:ヒは眉三貢・浅呉カて採駆き{、る三とカベ枷采に之一丞j物髪書つz・レる・
 判然とし后鮪采は今後調暦初発のj二胡らか1二したし、と思ってレる。
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